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青年部・女性部新代表あいさつ
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特集 ＪＡ佐渡 営農指導員配置一覧
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人工授精専用
090―5327―8510

（土曜・日曜・祝日のみ）

各営農農機課の営農指導員および人工授精師をご紹介します。
本年度の担当地区や作物、携帯電話もお知らせいたしますので、お気軽にお問合せください。

ＪＡ佐渡 営農指導員配置一覧
平成26年度
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特集 ＪＡ佐渡 営農指導員配置一覧
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携帯電話による呼び出しには、会議・休暇・その他の都合で応答できない場合がございます。
応答しない場合には営農事業部各課までご確認ください。

●営農企画課
63-3106

●佐和田営農農機課 57-2522 ●真野営農農機課 55-1030
●水稲指導課 ●金井営農農機課 63-3217 ●小木営農農機課 86-3711
●畜産振興課

63-3101
●吉井営農農機課 63-6104 ●赤泊営農農機課 87-3133

●園芸振興課 ●新穂営農農機課 22-3137 ●両津営農農機課 27-7111
●相川営農農機課 74-2061 ●畑野営農農機課 66-3133 ●加茂営農農機課 27-6171
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ＪＡ佐渡組織新代表あいさつ

ＪＡ佐渡組織新代表あいさつ特集

ＪＡ佐渡青年部委員長　大井　克巳
　今年度、青年部委員長に就任しました大井と申します。集
落営農30年、経営面積約100haを環境保全型農業で頑張る農
事組合法人「長畝生産組合」で働いています。
　ＪＡ佐渡青年部は９つの支部、「身体はおっさん、心は青年」
の180人の盟友で組織されています。各支部はそれぞれの地域
で独自に活動し、それとは別に全体で取り組む本部事業活動
も行っています。経営管理委員会には青年部の代表も送り込
んで、農協運営にも積極的に参画するようにしています。
　佐渡はここ数年1,000人ずつ人口が減少し、2040年には
37,000人になると推計されています。農業就業人口はますま

す減少し、食糧生産以外にも多面的な機能をもつ農業がこれ以上弱体化しては、佐渡
の農村社会は崩壊してしまいます。
　農政を取り巻く環境は厳しさを増すばかりですが、今こそ知恵と力を結集する時です。
青年部は地域のリーダーとしての役割を果たすべく、頑張っていきたいと思います。

ＪＡ佐渡女性部本部長　本間　春美
　この度、女性部本部長に就任いたしました本間でござい

ます。宜しくお願いいたします。

　本年度は「食と農」を基軸とした女性ならではの様々な

活動を展開し、一人でも多くの仲間を増やし、組織活動の

活性化に取り組んで参ります。また、引き続き「各支部一

品目１人１アール運動」を展開し、部員の所得向上に繋げ

る事を目指します。

　この他、各支部にて踊りやカラオケ、書道や絵手紙など

多彩な活動を行っております。また、私たちは郷土料理や佐渡の風習を若い世代の

みなさんに伝えたいと思っています。貴方も女性部として活動しませんか？一緒に

活動し、たくさん学びましょう。
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新潟米のブランド力向上で「日本一の米どころ」地位確立へ
� ～売れる米づくり・水田フル活用推進集会開催～

１等米比率90％必達の第一歩！
� ～第５回朱鷺と暮らす郷　佐渡米生産者大会開催～

　２月26日に、｢売れる米づくり・水田フル活用推進集
会｣ が新潟テルサで開催され、県内の水稲生産者ら約
1,300人（うちＪＡ佐渡からは27人）が参加しました。
　この集会は新潟県が ｢日本一の米どころ｣ としての名
に恥じないように、高品質・良食味米づくりに向けた基
本技術の励行と、需要に応じた米づくりの大切さを確認
し合う集会となりました。
　ＪＡ新潟中央会の今井長司副会長より、｢気象変動に負
けない米づくりを徹底し、品質・食味の安定を図り、水
田フル活用による消費者の需要に応じた米づくりを確実に進めよう｣ と産地間競争や新農政など
を踏まえた呼びかけがありました。
　近年の品質低下は、新潟米の安定販売やブランド力を揺るがす大きな懸念材料となっており、
佐渡においても例外ではありません。今後、今まで以上に品質と食味を兼ね備えたお米を消費者
へ安定的に供給することが求められています。
　ＪＡ佐渡でも、ＪＡ役員・農家代表・消費者代表・行政関係者からなる「ＪＡ佐渡売れる米づ
くり対策員会」を２月に立ち上げ、水田農業政策への対応策とさらなる佐渡米ブランドの向上対
策を協議し、取り組み策を検討しています。

　３月８日に、佐渡米生産者大会が金井コミュニティセ
ンターを会場に開催され、水稲生産者約500人が集まり
ました。この大会は、
・25年産米の反省を踏まえた26年産米の栽培ポイント
・“おいしさ”と“みばえ”を兼ね備えた米づくり
を確認・実践するため、開催したものです。
　佐渡普及指導センターからは25年産米の反省を踏まえ
た26年産米の高品質良食味米づくりに向けた提案がされ
ました。また全農新潟県本部からは26年産米の販売状況
の報告が行われ、26年産米への課題が提案されました。
　ＪＡ佐渡水稲部会の部会長、中川保さんが、｢佐渡米未
来プロジェクトの取り組みを活用し、１等米比率90％以
上の確保、良食味米の生産で、日本一おいしい佐渡米を
目指しましょう｣ という力強い決意表明で大会を締めく
くりました。
　１等米比率90％という目標に向けて、この大会で確認
した品質向上の為の基本技術の実践を参加者で確認し合
いました。
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水稲 水稲指導課
鶴間　康博

育苗期間中の温度管理・育苗日数
の徹底で元気な苗を作ろう！

～目指せ１等米比率90％以上で
� 日本一おいしい佐渡米へ～

稚苗無加温育苗のハウス内管理ポイント（活着の良い苗づくり！）
　ずんぐりした健全苗づくり！⇒�ずんぐりした太い苗は、デンプンが蓄積され移植時のショックに耐え

られます。移植後速やかに活着根が伸び、分けつが早まります。

●は　　　種　　田植え日から逆算した計画的な作業を！！（5月5日田植えの場合　⇒　は種日4月13日）

〇出芽期
・�シルバーポリトウ(上)＋ラブシート(下)等�

［二重被覆］
・または、ミラシート等の［一重被覆］

　
温度：　昼28〜 30℃�夜15℃以上
� ４〜６日間（加温育苗の場合２〜２日半）

○緑化期
・ラブシートやミラシート等の�［一重被覆］
※�低温時、ラブシートの場合はシルバーポ
リトウ＋ラブシート［二重被］に戻す。

温度：　昼20〜 25℃�夜15〜 18℃
� ３〜４日間

○硬化期
・基本的には被覆無し
※�急な低温や霜の注意が必要な場合は、ラブ
シートやミラシート等を掛けて保温する。

　
　

温度：　昼15〜 20℃　夜10〜 15℃
� 13 〜 15日間

無　加　温　育　苗　日　数　25日以内（加温育苗の場合　22日以内）

※注意点
・�芽の伸びすぎには注意。（１cmが目安）
・�播種時、１箱に約１リットルかん水する。
・�覆土（掛け土）に盛り上がりが見られたら、
かん水し、覆土を沈下させ、緑化する。
◎�ハウスの温度が30℃を超えないように換
気を行う。

　（特に新しいビニールに交換したハウス）

・�草丈５cmが目安。
　【葉齢（葉の枚数）⇒　１葉】
◎�好天や薄曇り時はハウス内の温度が高く
なるので、換気に注意し苗焼けに気をつ
ける。

・�被覆資材内が乾いていたら、午前中を目
安にかん水する。

・�草丈12cmを目安（葉齢で２〜 2.2葉）に
植え付ける。
※�３葉まで大きくなった苗は、籾に養分が
残っていないため活着が遅れる。

・�田植え１週間前（生育後期）になったら、
１日１〜２回を目安（夕方のかん水は避
ける）。

●田植え前にべんとう肥の施用
　・�苗に活力を与え活着を促進するため積極的に活用！
　・�田植えの４～５日前に散布する。（但し、軟弱徒

長苗には使用しない。）
　　べんとう肥専用肥料（細粒）
� １箱当たり15～ 20g散布（N�1.2 ～ 1.6g）

●耕　　　起
　・�なるべく、ほ場が乾いた状態で行う。※作業は「4

月中旬以降」※作業機の沈み込み防止(均平)と稲
わらの腐熟促進

　・�耕起速度はゆっくり行い、耕深（作土深）は必
ず確認する。※目標作土深15cm（根の拡大につ
ながり気象変動に負けない）

●代　か　き
　・�水位は田面の高い部分が見え隠れする程度の最

小限とし、均平に努める。
　・�代かき時期は出来るだけ、田植え2～ 3日前とす

る。※雑草の抑制

●基　　　肥
　ほ場条件を踏まえ、適正な基肥量を調節する。

●田植え前の除草剤の考え方
　初期除草剤は極力使用しない。使用する場合は田
植えの７日前までに使用する。※代かき後から、除
草剤散布までの期間が２週間以上空く場合は初期剤
を使用する。

●田植後の除草剤散布ポイント
　・�初中期一発剤は田植え後、７日以内を目安に散

布し遅れないように適期散布する。

　各作業の前後には、必ず配布済み「佐渡米づくりカ
レンダー」の「安心・安全佐渡米生産工程チェックシ
ート」を確認しチェックしましょう。

基肥量の目安（コシヒカリ）� （10a 当たり）

肥料名
対象地域

さおとめ有機
注）コシヒカリ専用
有機一発基肥

国仲平坦地 30Kg 35 ～ 40Kg

山間・沿岸 40Kg 40 ～ 45Kg

※�初期生育が確保しにくい地域では、さおとめ有機を使用
する。
注）�有機一発基肥やエコペースト肥料の体系ではリン酸、カ
リの成分が少ないので補給する。

★�全島的にケイ酸が不足していますので、秋施用が出来な
かった場合は、基肥時のケイ酸資材の施用をおすすめし
ます。
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25年産佐渡米販売状況
３月15日現在

コシヒカリ 主食用販売計画
（トン）

販売実績 主食用
契約率（%）数量（トン） 前年同期比（％）

佐渡地区  16,664  8,382 113 72

新潟一般 130,741 47,772 110 63

魚沼地区  27,542  8,773 108 41

岩船地区  14,065  6,200 103 73

・�25年産米の販売は全国的に大変厳しく、全農全体の出荷は前年の8割弱になっています。
24年産米の古米処理の影響を受けて、なかなか25年産米の販売が進まない状況が続いて
います。卸は先安感が強まるなか、早期の追加契約に極めて慎重になっています。

・�一方、佐渡米の販売については、３月15日現在の販売実績で前年比113%になっています。
　�佐渡米の販売は家庭用が主力で、古米販売の影響を受けやすい業務用が少ないことも出荷
が進んでいる要因のひとつです。

・�しかし、増税後の４月以降は消費者の節約志向が一層強まり、より低価格米へシフトする
などの懸念材料もあり、決して楽観できる状況ではありません。

　３月４日から７日にかけて、｢ＦＯＯ
ＤＥＸ�ＪＡＰＡＮ／国際食品・飲料展
(アジア最大級の食品・飲料専門の展示
会)｣ が幕張メッセで開催されました。

　ＪＡ佐渡では ｢米粉食品｣ を紹介する特設ステー
ジで、朱鷺との共生の取り組みを説明しながら ｢さ
どっ粉｣ のＰＲを行ったり、｢さどっ粉を使用した
シフォンケーキ｣ の試食を行いました。
　特設ステージを訪れたお客様からは ｢さどっ粉
の粒子はきめ細かで、使ってみたい商品ですね｣
｢米粉からできたシフォンケーキとは思えないほ
ど、フワフワとしていて美味しい｣ と大好評でした。

ＪＡ佐渡 佐渡米販売情報

｢さどっ粉｣ と ｢米粉を使った商品｣ をＰＲ
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生産者の所得向上には園芸振興が不可欠！― 園芸振興大会開催 ―

平成25年度 各共励会表彰式並びに畜産研修会 主催：佐渡農業振興連絡会 畜産振興会
平成26年３月４日（火）　会場：ＪＡ佐渡本店

　各種共励会の表彰にて、畜産
農家の意欲向上につなげ、先進
地の取り組みを学び、佐渡の畜
産振興に資するための研修会が
開催されました。
　表彰者は以下のとおりです。

【第17回乳質改善共励会褒賞】
　最優秀賞　 藤原　美昭　さん
　優 秀 賞 　池　　　隆　さん
　優 良 賞 　菊池　謙輔　さん

【 第33回 繁 殖 経 営 共 励 会 】
　最優秀賞 　沢井多喜男　さん
　優秀賞１　 島倉　久男　さん
　優秀賞２　 原田　幸央　さん
　優良賞１　 寺尾　　繁　さん
　優良賞２　 山登　忠男　さん

　表彰式後、先進地の取り組みを学ぶ為、和牛繁殖・肥育農家を親子
で営む「阿賀町北部畜産基地」の渡辺昇平様からご講演頂きました。　
昭和59年に新潟北部第一区畜産基地建設事業に畜産農家２戸で参加
し、牛舎施設や機械など納入するとともに、昭和60年に造成された町
有採草地22haを利用し、和牛繁殖・肥育の一貫経営を開始しました。
個々の牛舎内管理を除いた作業の大半は共同作業により、糞尿処理及
び堆肥の生産利用、稲WCSの収穫調整、草地管理を実施しています。
現在は２戸とも後継者が経営に従事しています。この他に、耕作農家
を含めた７戸で堆肥利用組合を設立。酒米・銘柄米田や野沢菜畑、稲
WSCほ場、稲ワラ収集田などに共同作業で堆肥を施用しています。ま
た冬場には、気温が氷点下に成る為、堆肥の完熟が難しく、夏に作っ
たものを利用したり、牛舎には暖房器具を
設置し、子牛にネックウォーマーをしたり
と工夫しているそうです。牛への飼料給与
や体調管理、牛舎の管理など、至る所に気
を配り、愛情を持って育てている様子が伺
えました。

　佐渡農業振興連絡会園芸振興会・佐渡地域振興局農林水産振興部は３月４日、アミューズメント佐渡を会
場に園芸振興大会を開催し、農家や加工グループ・行政関係者・ＪＡから80名が出席しました。直売所活動
や学校給食への食材供給による地産地消運動をより拡大し、青
果物・加工品と更なる園芸振興に一体となって取り組もうと意
識統一をしました。
　ＪＡ佐渡営農事業部園芸振興課の本間和久課長は、８月に開
設する直売所「よらんか舎」の理念・特徴について説明しまし
た。市場出荷とは違った、規格・価格が自由に設定できる点や、
生産者が主体となった出荷しやすいルール作りを基本とする点
をＰＲしました。
　続いて、とれたて野菜市かみはやし㈱の河崎澄子副部長を講
師として招き、「直売所の活動を通じた園芸生産と加工の活性化」
という題目で講演が行われました。「女性の視点で魅力ある店づ
くり・商品作り」をモットーとし、現在の年商２億円を超える
販売実績をあげる店舗の歩みを説明しました。「ものづくり・販
売を通して、故郷の母の味がいっぱいの店づくりを目指し、女
性のパワーで地域を元気にしたい」と今後の目標を話していた
だきました。
　また大会では、「園芸農産物加工製造販売開始までの手順」や

「加工品製造までの手続き」などの加工品の製造・販売を考えて
いる人に向けた解説・説明も行われました。

人間用のネックウォーマー
で首を温め少しでも暖かく

【渡辺さんの経営の優れた点】
❶優良牛を揃えている。（県内脂肪交雑育種価No. １の牛をはじめTOP50に４頭ラ
ンクインしている）❷分娩間隔が11.9 ヶ月…１年１産をクリアしている。❸子牛育
成技術（１日当たりの増体）も高い。❹粗飼料自給率がほぼ100%を達成している。
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※�ＪＡ口座で年金をお受取りの年金受給者および 50歳以上で年金受取口座をＪＡにご予約いただ
いた予約者限定の歌謡ショーとなります。

※詳細は、本店・支店の信用窓口におたずねください。
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　ＪＡ佐渡金融事業部では「金融共済事業キックオフ

大会」を開催し、常勤役員・各支店の金融業務の担当

者200名が参加しました。この大会は、担当者全員で

事業目標の共有化を図るため、事業年度当初の３月に

毎年開催されています。大会では、県内の情勢報告や、

26年度の取り組み事項等が説明された他、体験発表

や決意表明等が行われました。

　ＪＡ佐渡は、出向く体制の強化・誰もが利用しやす

い店舗づくりを継続して実践し、地域に密着したＪＡ

を目指します。

　新潟県厚生連佐渡看護専門

学校の卒業式が３月５日、同

校を会場に行われ、第11期生

の36名の生徒が看護師として

巣立ちました。

　百都健学校長は、「多様化す

る医療の現場に対応するため、

知識・技術の取得に精進して

ください」と卒業生にエール

を送りました。

　卒業生36名のうち22名の生

徒が島内で就職することが決

定しています。

　３月３日、ＪＡ佐渡青年部とＪ

Ａ羽茂青年部がＪＡ羽茂本店を会

場に、組織活性化に向けた意見交

換会を実施しました。両青年部の

懇談会は初めての試みで、相互の

情報交換および活動の活性化を目

的とし、新潟県農協青年連盟の主催で開催されました。

　両青年部からは、組織内での若手の不足等の互いが抱える問題について

意見を出し合い、県内の活動を参考としながら意見交換を行いました。

　ＪＡ佐渡青年部の松沢克朗委員長は、「この会を機に部員同士の交流会

や、島内の仲間づくりの輪を広げていきたい」と話しました。

　３月18日、JA佐渡切花指導担当者は生産技術研

修会を実施しました。この研修は、島内の切花担当

者の情報交換・技術の向上を目的として普及指導セ

ンター・切花生産者を講師として迎え、実施しました。

　現地研修では、両津地区の長田慶朗さんのほ場に

伺い、長年の経験に基づいた挿

し芽の実践方法や作業のポイン

トを指導して頂き、室内研修で

は、普及指導センターの切花担

当者から栽培における基礎知識

などの研修が行われました。

　今後もこのような研修会を継

続し、生産者と共に成長する指

導員を目指します。

　３月８、９日の２日間、中央営農農機センターを

会場に、第５回ＪＡ佐渡営農フェアを開催しました。

増税前最後の大型展示会ということで、お買い得な

農業機械や電気自動車・各種農業資材をお買い求め

になる方で賑わいました。

　実践的な水稲指導会や農業融資相談コーナー・女

性部のたい焼き等の飲食コーナー等もあり、ご家族

でご来場い

ただいた方

も１日楽しめ

る展示会と

なりました。

職員全員で目標の共有を図る
� －キックオフ大会開催－

看護師への決意新たに
－佐渡看護専門学校卒業式－

羽茂青年部との意見交換を実施

より実践的な指導を目標に
� ―指導担当者が研修会を実施―

第５回春季営農フェア開催
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真
野
支
部 

活
動
報
告

　

私
た
ち
真
野
支
部
で
は
、
12
月
に
米

粉
普
及
に
つ
な
げ
た
い
と
、
米
粉
入
り

「
き
び
だ
ん
ご
の
お
汁
粉
」「
生
姜
湯
」

と
、
味
に
風
味
・
薬
味
を
使
っ
た
「
減

塩
食
」
の
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

ど
れ
も
と
て
も
お
い
し
く
出
来
あ
が

り
好
評
で
し
た
。

　

※
レ
シ
ピ
は
当
広
報
誌
１
月
号
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
み
な
さ

ん
も
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

２
月
に
は
大
崎
地
区
の
鰕え
び

名な

さ
ん
に

指
導
し
て
頂
き
「
注し
め
な
わ

連
縄
」
に
さ
げ
る

藁わ
ら

馬
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
や
わ
ら

か
い
藁
で
勇
ま
し
い
『
絞し
め

張ば
り

馬う
ま

』
を
作

る
の
は
と
て
も
難
し
く
、
良
い
体
験
と

な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
は
、
大
崎
そ
ば

を
頂
き
な
が
ら
親
睦
を
深
め
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し

た
。

　　

女
性
部
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
が
で
き
ま
す
。
興

味
の
あ
る
事
・
や
っ
て
み
た
い
事
が

あ
っ
た
ら
教
え
て
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

形
に
し
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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新潟厚生連
　佐渡総合病院からの

医療のお話

介護老人保健施設さど　〒952-1211　新潟県佐渡市中興乙1601番地１　☎0259-61-1111
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊　今月号より隔月で介護の現場のご紹介を兼ねて「老健便り」をお届けします。　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

老
健
便
り

�

～
老
健
さ
ど
か
ら
定
期
便
～

　

最
近
、
認
知
症
に
つ
い
て
の
記
事
や
テ

レ
ビ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
認
知
症
は
ご

高
齢
に
な
る
ほ
ど
発
症
す
る
可
能
性
が
高

く
な
り
ま
す
。
近
年
日
本
は
高
齢
社
会
に

な
り
、
佐
渡
市
民
の
3
分
の
1
は
65
歳
以

上
で
す
か
ら
決
し
て
稀
な
疾
患
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

認
知
症
の
物
忘
れ
は
、
ご
本
人
は
忘
れ

て
い
る
こ
と
を
気
に
せ
ず
、
ご
家
族
が
先

に
心
配
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
物
忘

れ
に
自
覚
が
な
い
の
で
す
。
ま
た
以
前
は

で
き
て
い
た
料
理
や
片
づ
け
、
着
替
え
と

い
っ
た
作
業
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
以
前
よ
り
も
怒
り
や
す
く
な
っ

た
り
、
落
ち
込
み
や
す
く
な
っ
た
り
と
性

格
の
変
化
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

物
忘
れ
で
病
院
を
受
診
さ
れ
る
際
、
ご

本
人
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ぜ
ひ
ご
家
族

も
一
緒
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
診
断
に
は

診
察
時
の
様
子
だ
け
で
な
く
、
昔
の
様
子

や
現
在
の
生
活
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
の

お
話
が
と
て
も
大
切
で
す
。
ご
本
人
は
特

に
病
初
期
の
場
合
、
病
院
で
は
意
外
と

し
っ
か
り
と
受
け
答
え
を
し
て
く
だ
さ

い
ま
す
。
今
ま
で
と
異
な
る
点
や
現
在
の

生
活
状
況
、
ご
家
族
が
困
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
が
分
か
ら
な
い
と
診
断
が
つ
き
に
く

く
な
り
、
お
薬
の
調
整
も
出
来
な
い
こ
と

が
あ
る
の
で
す
。

　

最
後
に
自
宅
で
の
過
ご
し
方
に
つ
い
て

で
す
。
新
し
い
事
柄
を
覚
え
る
こ
と
は
だ
ん

だ
ん
と
難
し
く
な
っ
て
い
く
の
で
、
季
節
や

日
付
が
す
ぐ
分
か
る
よ
う
カ
レ
ン
ダ
ー
を

目
の
つ
く
と
こ
ろ
に
置
い
た
り
、
予
定
や

約
束
な
ど
を
メ
モ
し
た
り
す
る
と
よ
い
で

し
ょ
う
。
ま
た
忘
れ
た
こ
と
自
体
が
分
か

ら
な
く
な
っ
て
く
る
た
め
、
周
囲
の
方
の

手
助
け
も
必
要
で
す
。
薬
の
管
理
は
自
分

ひ
と
り
で
頑
張
る
の
で
は
な
く
、
一
緒
に

住
ん
で
い
る
ご
家
族
に
も
声
を
か
け
て
も

ら
っ
た
り
、
確
認
し
た
り
し
て
も
ら
う
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
安
心
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
く
た
め

に
は
、
ご
家
族
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
長
く
自
分
ら
し
い
毎
日
が
送

れ
る
よ
う
、私
た
ち
も
お
手
伝
い
し
ま
す
。

神
経
内
科
医
長

�

目
㟢　

直
実

「
認
知
症
に
つ
い
て
」

〈
老
健
と
は
〉

　

介
護
老
人
保
健
施
設
の
略

語
で
す
。
介
護
保
険
と
は
、

65
歳
以
上
の
方
が
病
気
や
事

故
な
ど
の
治
療
後（
治
療
中
）

に
お
い
て
、
在
宅
復
帰
に
向

け
た
準
備
を
行
う
た
め
（
麻

痺
の
場
合
は
機
能
回
復
な

ど
）
の
保
険
制
度
で
す
。
老

健
は
病
院
（
診
療
所
）
と
家

庭
の
中
間
施
設
と
も
言
わ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
病
気
や
脳
卒
中
で

手
足
の
麻
痺
や
失
語
症
を
治

す
急
性
期
は
、
病
院
や
診
療

所
の
役
割
で
す
。
こ
れ
は
医

療
保
険
（
健
康
保
険
）
で
す
。

〈
老
健
さ
ど
と
Ｊ
Ａ
の
関
連
〉

　

Ｊ
Ａ
と
厚
生
連
（
病
院
）

と
の
関
係
と
同
じ
で
す
。
新

潟
厚
生
連
に
は
８
つ
老
健
が

あ
り
ま
す
が
、
７
つ
の
老
健

は
院
内
や
近
隣
あ
り
、
病
院

の
付
属
施
設
で
す
。
佐
渡
の

み
、
病
院
か
ら
離
れ
た
独
立

施
設
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
お
陰
か
、
老
健
さ
ど
は
高

台
で
金
北
山
を
背
景
に
緑
も

多
く
、
療
養
に
は
と
て
も
良

い
環
境
に
建
て
ら
れ
ま
し

た
。
た
だ
困
っ
た
点
は
、
病

院
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、

入
所
者
や
ス
タ
ッ
フ
の
移
動

に
手
間
が
か
か
る
事
で
す
。

現
在
は
、
市
の
消
防
（
救
急

車
）
や
民
間
移
送
等
に
よ
り

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
Ｊ
Ａ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
訪
問
に
よ
り
、
定
期
的
な

草
刈
り
、歌
や
踊
り
の
披
露
、

入
所
者
・
ス
タ
ッ
フ
の
手
助

け
を
し
て
下
さ
っ
て
お
り
、

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

〈
協
力
病
院
〉

　

佐
渡
病
院
や
真
野
み
ず
ほ

病
院
に
協
力
を
お
願
い
し
て

い
る
の
で
、
神
経
内
科
、
精

神
科
、
歯
科
の
先
生
方
に
よ

る
定
期
的
な
診
察
が
受
け
ら

れ
ま
す
。

　

当
施
設
の
様
子
を
見
学
に

来
ま
せ
ん
か
？
ご
連
絡
の

上
、
い
つ
で
も
お
越
し
く
だ

さ
い
。

［老健さど］正面玄関

12



アイアイ ドド ルル

今月のさわや
かさん

い

生

き
い
き
人

佐和田支店管内（河原田）

佐
さ

々
さ

木
き

　愛
ひで

生
み

さん

Ｑ
．
お
仕
事
は
何
を
さ
れ
て
い

ま
す
か
？

保
育
園
で
保
育
士
を
し
て
い

ま
す
。

Ｑ
．
仕
事
で
や
り
が
い
を
感
じ

る
の
は
ど
ん
な
時
で
す
か
？ 

日
々
成
長
し
て
い
く
子
ど
も

た
ち
を
傍
で
見
守
り
、
保
護
者

の
方
た
ち
と
喜
び
を
共
感
で
き

る
こ
と
に
大
き
な
や
り
が
い
を

感
じ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．趣
味
は
何
で
す
か
？
ま
た
、

休
日
は
何
を
し
て
い
ま
す
か
？

趣
味
は
、
好
き
な
歌
手
の
ラ

イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
す
。
休
日
は

友
人
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
、

買
い
物
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
こ
れ
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
た
い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

自
信
を
持
っ
て
人
に
ご
馳
走

で
き
る
よ
う
に
、
料
理
を
勉
強

し
た
い
で
す
！

Ｑ
．
好
き
な
異
性
の
タ
イ
プ
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

優
し
く
て
、
頼
り
が
い
が
あ

る
人
が
タ
イ
プ
で
す
。

両津支店管内（羽吉）

石
いしかわ

川　松
まつ

代
よ

さん（66）

「
ち
ぎ
り
絵
の
楽
し
さ
を

�

広
く
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」

ち
ぎ
り
絵
の
奥
深
さ
に
惹
か
れ
、
長
年

の
趣
味
と
な
っ
て
い
る
石
川
さ
ん
。
犬
や

猫
・
花
な
ど
動
植
物
の
作
品
を
中
心
に
制

作
し
、
作
品
数
は
つ
い
に
80
点
を
超
え
ま

し
た
。
完
成
し
た
作
品
は
、
銀
行
や
郵
便

局
・
施
設
に
展
示
し
、
利
用
者
の
心
を
和

ま
せ
て
い
ま
す
。作
品
に
対
す
る
感
想
や
、

い
い
作
品
が
で
き
た
時
の
達
成
感
が
、
制

作
意
欲
を
掻
き
立
て
る
そ
う
で
す
。

釣
り
も
大
の
趣
味
で
、
海
に
囲
ま
れ
た

佐
渡
へ
Ｕ
タ
ー
ン
を
決
め
た
大
き
な
理
由

の
一
つ
。
暖
か
く
な
っ
て
ご
夫
妻
一
緒
に

海
釣
り
に
行
か
れ
る
の
が
今
か
ら
楽
し
み

だ
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

「
自
分
が
好
き
な
こ
と
を
す
る
こ
と
が

健
康
の
秘
訣
」
と
話
す
石
川
さ
ん
。
こ
れ

か
ら
は
朱
鷺
を
題
材
と
し
た
作
品
制
作
に

力
を
注
ぎ
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

子どもが好きで
保育士になりま
した！自分も子
ども達と一緒に
成長できる素敵
な仕事です！

金井支店管内（泉）

本間　めいちゃん（10歳）
　　　悠

ゆう

也
や

くん　（１歳）
父　和也さん　母　由紀子さん

トラックやバスなど大きな車が大好きな
悠也くんと読書が好きなめいちゃん。上
のお兄ちゃんも入れて元気な３人兄弟。
みんなお父さんの作るお米が大好き。

ご両親からのメッセージ「３人とも優
しい子に育ってくれてありがとう！このま
ま元気に大きく育ってね☆」

13



お知らせ
営
農
農
機
課

春
の
農
繁
期
対
応
の
お
知
ら
せ

　

各
農
機
セ
ン
タ
ー
及
び
ガ
ソ
リ
ン
ス

タ
ン
ド
で
は
、
左
記
の
農
繁
期
期
間
中
、

日
曜
・
祭
日
も
営
業
致
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
農
繁
期
対
応
期
間

　
　

平
成
26
年
４
月
27
日
（
日
）
～

�
５
月
18
日
（
日
）

　

尚
、
農
機
セ
ン
タ
ー
に
よ
り
農
作
業

の
進
捗
状
況
に
よ
っ
て
は
期
間
を
変
更

す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
料
金
改
定
の

�

お
知
ら
せ

　

こ
の
た
び
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
輸
入
価
格
の
高

騰
に
よ
り
、
全
農
の
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
価
格
も
大

き
く
値
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
た
め
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
で
は
ガ
ス
料

金
を
下
記
の
と
お
り
改
定
（
値
上
げ
）
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
改
定
期
日　
平
成
26
年
６
月
検
針
分
よ
り

▼
改
定
内
容

　
　

４
０
円
／
㎥
（
消
費
税
別
）
値
上
げ

　
　

改
定
前
６
８
０
円
／
㎥（
消
費
税
別
）

　
　

改
定
後
７
２
０
円
／
㎥（　

 

〃 　

）

▼
基
本
料
金　

据
置
き

㈱
佐
渡
乳
業

�

直
売
所
オ
ー
プ
ン

　

４
月
１
日
よ
り
吾
潟
「
道
の
駅
」
に
隣

接
す
る
佐
渡
乳
業
の
直
売
所
が
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

佐
渡
産
生
乳
を
１
０
０
％
使
用
し
た
ソ

フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
乳
製
品
を
ご
用
意
し
、
皆

さ
ま
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
営
業
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
定
休
日　

毎
週
水
曜
日

平
成
27
年
度

�

Ｊ
Ａ
佐
渡
職
員
募
集

領
収
書
の
印
紙
貼
付
基
準

�

が
変
わ
り
ま
し
た

　

印
紙
税
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
平
成

26
年
４
月
１
日
以
降
に
作
成
さ
れ
る
「
金

銭
又
は
有
価
証
券
の
受
取
書
」
に
係
る
印

紙
税
の
非
課
税
範
囲
が
拡
大
さ
れ
た
こ
と

に
よ
り
、
印
紙
貼
付
の
対
象
金
額
も
変
わ

り
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼
変
更
前　

対
象
金
額
が
３
万
円
以
上

▼
変
更
後　

対
象
金
額
が
５
万
円
以
上

　

な
お
、
Ｊ
Ａ
佐
渡
の
組
合
員
（
正
組
合

員
・
准
組
合
員
）
で
あ
る
場
合
は
非
課
税

と
な
る
た
め
、
受
取
り
金
額
が
５
万
円
以

上
で
あ
っ
て
も
印
紙
の
貼
付
を
行
い
ま
せ

ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

理
事
会
だ
よ
り

２
月
20
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

平
成
25
年
度
仮
決
算
監
査
に
係
る
改
善
（
経

過
）
報
告
書
に
つ
い
て

②�

平
成
26
年
度
内
部
監
査
基
本
計
画
に
つ
い
て

③�

平
成
26
年
度
グ
ル
ー
プ
会
社
事
業
計
画
に
つ

い
て

④�

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
一
部
変

更
に
つ
い
て

⑤�

平
成
26
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
つ
い
て

⑥�

平
成
26
年
度
余
裕
金
運
用
方
針
に
つ
い
て

⑦�

職
制
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

⑧�

債
権
の
償
却
に
つ
い
て

⑨�

平
成
26
年
度
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

⑩�

平
成
26
年
度
農
産
物
仮
渡
金
の
設
定
に
つ
い
て

⑪�

目
的
積
立
金
「
米
穀
流
通
対
策
積
立
金
」
の

取
り
崩
し
に
つ
い
て

⑫�

平
成
25
年
度
減
損
処
理
・
資
産
除
去
債
務
に

つ
い
て

経
営
管
理
委
員
会
だ
よ
り

２
月
27
日
開
催
の
主
な
協
議
事
項

①�

平
成
25
年
度
仮
決
算
監
査
に
係
る
改
善
（
経

過
）
報
告
書
に
つ
い
て

②
債
権
の
償
却
に
つ
い
て

③�

平
成
26
年
度
販
売
手
数
料
の
設
定
に
つ
い
て

④�

平
成
26
年
度
農
産
物
仮
渡
金
の
設
定
に
つ

い
て

⑤�

目
的
積
立
金
「
米
穀
流
通
対
策
積
立
金
」
の

取
り
崩
し
に
つ
い
て

⑥�

平
成
25
年
度
減
損
処
理
・
資
産
除
去
債
務
に

つ
い
て

★☆★ 今月のＡコープの日　＞＞　４月21日(月) ～ 22日(火) ポイント２倍！ ★☆★
＊＊＊＊＊　毎週火曜日：ポイント２倍　毎月第２日曜日：レジ袋持参で５ポイント　毎月第３日曜日：５％OFFの日　＊＊＊＊＊

２月末　ＪＡの概況

前年比
組合員数 15,719人 （548人）
（内正組合員数） （8,932人） （△420人）
（内准組合員数） （6,787人） （968人）
貯　金 1,144億6,568万円 （△5億2,195万円）
貸出金 189億3,180万円 （△12億8,400万円）
共済保有高（保障） 4,566億5,017万円 （△111億6,317万円）
購買品供給高 59億7,223万円 （13億7,277万円）
販売品販売高 74億9,860万円 （20億3,970万円）

採用試験日程
第１次試験

内容 一般事務技術職

①能力試験
②作文…800文字以内　
③適正検査

日時 平成26年５月26日（月）８：30～ 12：00

会場 朱鷺メッセ新潟市中央区万代島6番1号

第２次試験
内容 面接
日時 平成 26年６月６日（金）予定
会場 ＪＡ佐渡本店

ＪＡ佐渡職員募集要項

職　　種 総合職（営業含む）

採用人員 ５名

応募資格 大学・短大（専門学校含む）の平成27年３月卒業見込みの者

応募期間 平成26年５月１日（木）～５月16日（金）

提出書類
①履歴書（写真貼付）
②卒業見込み証明書
③成績証明書（開封無効）

提 出 先 ＪＡ佐渡総務部教育人事課☎0259-27-6161

採用時期 平成27年４月
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タ　テ　の　カ　ギタ　テ　の　カ　ギ ヨ　コ　の　カ　ギヨ　コ　の　カ　ギ

【Ａコープ得する情報】エーコープマーク推奨品

①五倍酢ってどんなお酢？
　国産米を使った穀物酢を５倍に濃縮した便利でお得なお酢です。
　すっぱみの加減も自由にお好みで調整することができます。

②どのように使えばいい？
　水分の多い料理には、うすめずこのまま使えば少量で済みます。
　�５倍にうすめれば、普通のお酢として利用できます。（五倍酢１：水４）

③水でうすめて大丈夫？
　お酢には強い殺菌・防腐作用がありますので、大丈夫です。
　�賞味期限はうすめず３年、うすめた場合は１年を目安にお使いください。

―　ＪＡグループ エーコープの酢　レシピより　―
【はるさめとたっぷり野菜の和え物】

①モグラは上手に掘ります
②北島康介選手が得意とする
種目

③家具の高さ、──、奥行き
を測った

④今は平成、一つ前は昭和
⑥浪曲の伴奏に使われる楽器
⑧百獣の──、ライオン
⑨持ち歩いたり身に付けたり
しているもののこと

⑩急須に付く汚れの一つ

⑪クルミがよく似合う小動物
⑭日の出前の空に輝く──の
明星

⑯丁寧ではありません

①ピータンはこの鳥の卵を
使って作ります

③芦ノ湖や大涌谷で知られる
観光地

⑤和歌山や三重と隣接する県
⑥ゴルフ場の緑のじゅうたん
の正体

⑦店子（たなこ）にとっては
親も同然？

⑨授業中は慎んで、お静かに

⑩砂糖・塩・しょうゆ・みそ
など

⑫メェメェと鳴く動物
⑬怖い目に遭ったときに凍り
付きます

⑭大福餅の中身
⑮ももとすねの間
⑰洋装の花嫁が参列者に投げ
ます

⑱ズボンのこと　カーゴ──

【締め切り４月21日㈪必着】
※�正解者の中から抽選で５名の方
にＪＡ商品券を差し上げます。

　当選発表は５月号誌面。

佐藤初江さん／小田めぐみさん／中川一子さん
加賀定則さん／秀方竜さん
　皆様にご記入いただいた個人情報につきましては、当広報誌に利
用する以外使用いたしません。

【
解
き
方
】

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
解
い
て
Ａ
〜
E
の

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
並
べ
る
と
、
一
つ

の
言
葉
が
で
ま
す
。そ
れ
が
答
え
で
す
。

★３月号の答え
　ソツギョウ

３月号の当選者

エーコープ
五倍酢

　下記のクーポン券を切り
取って、お近くのＡコープ
店にご持参ください。対象
商品を特典価格にてご提供
いたします。

☆規　格　360ml　１本
☆特典価格（税抜）　360円
　� 通常価格417円（税抜）

き り と り せ ん

エーコープ推奨品クーポン券
エーコープ

五倍酢
（税抜）

360ml　１本　360円 　
� 通常価格417円（税抜）

ご利用期間　平成26年４月１日～30日
※クーポン券1枚で1品限りお求めいただけます。

952-8502
佐
渡
市
原
黒
三
〇
〇
―一

Ｊ
Ａ
佐
渡

「
Ｊ
Ａ 

佐
渡 

4
月
号

　
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
」
係

・ 答え
　　○○○○○

・ 郵便番号

・ 住所
・ 氏名
・ 年齢
・ 職業
・ ＪＡ佐渡の感想、

  農業やＪＡにつ

  いて思われるこ

  となど

応 募 方 法

エーコープオリジナル商品 五倍酢

○作り方
１�．はるさめは熱湯に５～６分浸してもどし、水気をきって食べやすい長さに切る。
２�．エリンギ・にんじんは４cmの短冊切り、小松菜は茹でて水気を絞り、４cm
の長さに切る。
３�．ボールにはるさめと２を入れて、Ａを入れ混ぜ合わせ、器に盛り軽くすった
黒ごまをふって完成！

○材　料（４人分）
　・緑豆はるさめ…………… 50g
　・エリンギ………………… 50g
　・にんじん……………… 1/4本
　・小松菜……………………100g

　　☆調味料
　　・ごま油…………… 大さじ１
　　・砂糖………… 大さじ１�1/2
Ａ　・しょうゆ………… 大さじ２
　　・五倍酢原液……… 小さじ１
　　・塩こしょう…………… 少々
　　・黒ごま………… 大さじ1/2

�
�
�
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食べて
み～っちゃ

JA
 

　
　
　
　
　
　
2
0
1
4
．
４
　
V
O
L.2
4
9

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

営
農
情
報
や
Ｊ
Ａ
佐
渡
グ
ル
ー
プ
の

お
得
情
報
を
無
料
配
信
！

2014年
（
平
成
26年

）
４
月
１
日
発
行
	

発
行
＝
佐
渡
農
業
協
同
組
合

〒
952-8502　

佐
渡
市
原
黒
300番

地
１
	

電
話
0259（

27）
6161（

代
表
）

印
刷
所
＝
㈱
第
一
印
刷
所

　　　お求めはお近くの JA 支店窓口へ

バイオビジネス12
家・心・技の継承と創造的革新

JA の歴史と私たちの役割 苔玉と苔　育て方ノート
一年中美しい

手間いらずの小さな庭づくり

・経済自由化と都市化・高齢化は
日本農業にかつてない変化をも
たらしている。その時代に JA
が果たすべき役割は？ JA で働
く価値は？協同組合誕生から歩
みをたどり、その答えを探るた
めの職員必携の１冊。

・石田正昭　著
・本体 700 円＋税

・かわいくて小さな自然が身近に
味わえると人気の苔玉。枯らさ
ない方法や形作りをわかりやす
く解説！小さいガラス容器での
育て方や、様々な植物と組み合
わせた苔玉 100 種類は、つい
つい育ててみたくなる。

・砂森諭　著
・本体 1,200 円＋税

・美しくて管理が楽な庭を実現す
る、樹木・草花・鉢等の選び方
や使い方を豊富な写真とイラス
トで詳しく紹介。一年中花を咲
かせるための四季の先回し術も
必見。限られたスペースでも美
しい庭が自分で作れる！

・天野麻里絵　著
・本体 1,400 円＋税

・日本料理とその文化を継承する
第一人者の足跡と経営実践を多
角的に分析し、日本の食文化の
社会的意義を再確認する好事例
を掲載。また、最新の国際バイ
オビジネス学の情報や環境理論
を整理したパートも収録。

・東京農業大学国際バイオビジネス学科 編著
・本体 1,800 円＋税

さどっ粉かしわもちと
� ハクサイの米粉シチュー

女性部　金井支部

飯田　芳子さん

作り方材　料
かしわもち（10個分）

　　 さどっ粉（米粉ミックス粉）
　　　　………………………… 100g
　　 砂糖 ……………………大さじ２
　　 ぬるま湯 ……………… 160cc
　　 あん ……………………… 200g
　　 かしわの葉（椿の葉など）
　　　　………………………… 10枚

ハクサイの米粉シチュー（４人分）

さどっ粉（米粉ミックス粉）
　　　　………………………大さじ６
ハクサイ………………………… 1/4株
タマネギ…………………………… 1個
シメジ………………………小パック１
ベーコン……………………………３枚
水……………………………… 500cc
牛乳…………………………… 400cc
バター…………………… 大３（45g）
塩・コショウ………………………少々

かしわもち（10個分）
１． ボウルにⒶを入れてよくかき混ぜ、蒸し器に濡れ布巾を敷き、

たねを流し入れ、15分～ 20分蒸す。

２． 濡れたふきんに１を取り、その上でよくこねる。

３． ２を10等分して、ラップの上で手のひら大に伸ばし、あんを
20ｇずつのせてラップごと二つ折りするように包む。

４． ３をかしわの葉で包み、２分くらい蒸せば出来上がり。

ハクサイの米粉シチュー（４人分）
１． ベーコンは細切りにする。ハクサイは芯と葉に分け、ざく切り

にし、タマネギは薄切り、シメジはほぐす。
２． 中火で熱した厚めの鍋にバターを入れ、ベーコン、タマネギ、

ハクサイの順に炒め、水を入れてふたをして蒸し煮にする。
３． 牛乳を加え、沸騰したらシメジを入れてひと煮立ちさせ、塩、

コショウで味を調え、分量外の水（約大さじ６）で溶いた米粉
を入れてよく混ぜてとろみをつければ出来上がり。

ワンポイント　
かしわもち…春は米粉に赤の食紅を少しまぜて桜もちに☆
シチュー…… 残ったら更に米粉でとろみを付け、チーズをかけて

グラタンにすると子どもも喜ぶ♪

�
�
�
�
�
�
�

Ⓐ

こどもの日にオ
ススメ★“かし
わもち”と15分
でできる簡単シ
チューを召し上
がれ♪
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